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1. 制作の背景
　世の中では，近年のハンドメイドブームに伴いハンドメイ
ド作家が急増している。販売方法は「ネット販売」「委託販
売」「イベント販売」「自営販売」の計 4 種類がある。最も利
用者の多い販売方法はネット販売，次いで委託販売，イベン
ト販売であるが，自営販売に関しては，開業や運営にかかる
費用の問題，店舗運営における経験値の不足などの面から，
なかなか実現が難しい。そこで，将来自営販売を目指すハン
ドメイド作家を手助けする環境を提案する。
　私自身もハンドメイド作品の制作・販売活動を行っており，
自分の店舗を持つことは 1 つの夢である。しかし，いざ実現
するとなると，経営について一から学び，協力者を集め，開
業までにかかる費用を調達するなど，不安な要素は山ほど挙
がる。そのため，自分と同じように，いつか自分の店を持つ
ことを夢見る仲間と共に，店舗運営の経験を積みながら，作
品作りにも没頭できる楽しい空間があれば良いな，という憧
れが，今回の制作のきっかけとなった。
2. 制作の目的
　制作の目的は，将来，自営販売を目指すハンドメイド作家の，
夢への第一歩を手助けする環境を提供することである。自営
販売は，開業や運営にかかる費用の知識や，店舗運営におけ
る経験値が必要となる。そこで，同じ夢を追う仲間と共に，
シェアハウスで互いを刺激し合いながら，実際に店舗も運営
していくことで，将来，自信を持って自分の店舗を持つこと
ができるようになってもらいたい。
　また，大阪府の地場産業の知名度を，作家の作品と地場産
業物を掛け合わせることによって向上させること。近年増加
傾向にある大阪府の空き家を，リノベーションすることで活
用すること。以上の 2点も制作の目的に盛り込む。
3.「ShareHouse＃おおさかもん。」の概要
　「ShareHouse＃おおさかもん。」は，“夢を叶えるシェアハ
ウス ”をコンセプトに，住居人全員で店舗運営を行いながら，
店舗の運営の知識や接客販売のスキルを身に着けてもらう
「学び型シェアハウス」である。シェアハウス生活を通して
仲間同士の交流を深め，作品作りに繋がる新たな発見が生ま
れる良い関係を築いてもらいたい。また，シェアハウス名の
「おおさかもん」とは，大阪の者 (人 )・大阪の物 (大阪府の
地場産業物 ) のことを大阪弁で「おおさかもん」と発音する
ことが由来である。シェアハウスの入居条件には，「大阪の
地場産業物を活用した作品作りを行うこと」が含まれる。ハ
ンドメイド作家たちには，大阪の地場産業を作品に取り入れ
ることで，大阪地場産業をもっと身近に感じてもらい，大阪
地場産業の魅力を発信する存在となることを期待する。
　計画地は，大阪府大阪市西成区であり，築 47 年 3 階建て
の空き家物件をリノベーションする。リノベーション後は，
1 階を店舗と工房，2 階以上をシェアハウスとする。1 階の
店舗では，ハンドメイド作家たちの作品を展示販売するほか，
工房では，作品作りを行う以外にも，ワークショップやイベ
ントも企画開催する。2 階以上のシェアハウスでは，空間を
緩やかに繋ぐためにスキップフロアを採用し，内壁も極力取
り払うことで，作家たちの活発な交流を図った。
4. 今後の課題
　シェアハウスを設計するにあたり，スキップフロアを取り
入れることで，入居者同士の繋がりを大切にした空間をつく
ることに尽力した。建物が北向きにも関わらず，今回はあま
り踏み込んだ照明計画が提案できなかったので，今後は光環
境の点からも，入居者がより快適に住むことができる空間づ
くりを考えていきたい。
　大阪の地場産業の知名度向上については，地場産業物とハ
ンドメイド作品を掛け合わせるという提案以外にも，店舗に
地場産業を紹介するスペースを設けることで，店舗を訪れた
お客様に大阪地場産業の魅力をより伝えることを，今後の課
題としていきたい。
参考文献
・絆家シェアハウス，https://kizunaya-s.com/house/canvas-2/
 (2018/11/19)
植木 陽奈子
［指導教員：武庫川女子大学准教授　森本 真］
キーワード：ハンドメイド作家，シェアハウス，地場産業，空き家
ShareHouse#おおさかもん。
―ハンドメイド作家の自営支援および大阪地場産業の知名度向上を目指した提案―
図1
図1　「ShareHouse＃おおさかもん。」ロゴマーク
図2　「ShareHouse＃おおさかもん。GalleryShop」ロゴマーク
図3　 リーフレット・ショップカード
図2 図3
生活環境学研究 No.7 2019 77
 
図4　「ShareHouse＃おおさかもん。」　外観
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